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いる O 第 3 章では，酸化チタン薄膜を調製して，固定化酸化チタンによる光殺菌速度を検討している。第 4 章では，
光殺菌速度を向上させるために，吸着能を有する活性炭粒子に酸化チタンを固定化し，種々の条件について，酸化チ
タン固定化活性炭粒子への細胞吸着量を検討した上で，その光殺菌効果を調べている。さらに，粒子への細胞吸着を
考慮し，酸化チタン固定化活性炭粒子による光殺菌を速度論的に解析している。第 5 章では，酸化チタンを用いた連
続光殺菌を行うため，内部照射型の流通式光殺菌装置を試作し，酸化チタン固定化活性炭粒子による連続光殺菌操作
を行っている。また， リサイクル操作を行うことにより，殺菌効率が有効であることを確かめている o
本論文は，酸化チタンによる光殺菌について，その速度論を確立するとともに，酸化チタンを活性炭粒子に固定化
して，連続光殺菌を可能にすることにより，実フ。ロセスへの適用を検討しており，化学工学の分野に多大の貢献をす
るものであり，よって，本論文は博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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